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新潟県脱炭素社会の実現に関する条例第 13 条における 

「知事が別に定めるところ」について 

 

 

新潟県脱炭素社会の実現に関する条例第 13 条の「知事が別に定めるところ」

を、下記のとおり定める。 

 

記 

 

次に掲げる措置やその他の当該住宅の断熱性能の一層の向上及び気密性の

確保のために必要な措置を講ずること。 

一 断熱性能について、建築物エネルギー消費性能基準等を定める省令におけ

る算出方法等に係る事項（国土交通省告示第 265 号）別表第 10 に規定する

地域の区分（以下、地域区分）の各地域の平成 28 年省エネルギー基準（ηAC

値、気密・防露性能の確保等の留意事項）を満たした上で、外皮平均熱貫流

率（UA 値［W/m2K］）が地域区分４の地域にあっては 0.46 W/m2K 以下、地域

区分５の地域にあっては 0.48 W/m2K 以下とするために必要な措置 

二 気密性について、JIS A 2201 送風機による住宅等の気密性能試験方法に

より算出された相当隙間面積（C 値）が 1.0cm2/m2 以下とするために必要な

措置 

 

 

 

新潟県脱炭素社会の実現に関する条例 

（住宅のエネルギー消費性能の一層の向上） 

第 13 条 県民は、住宅を新築し、増築し、又は改築しようとするときは、建築

物のエネルギー消費性能の向上等に関する法律（平成 27 年法律第 53 号）第３

章に定める措置のほか、知事が別に定めるところにより、当該住宅のエネルギ

ー消費性能（同法第２条第１項第２号のエネルギー消費性能をいう。）の一層の

向上を図るよう努めるものとする。 


